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令和７年度は
笠間市合併
20周年イヤー

特集　歴史と演芸で親しむ「忠臣蔵」

忠
臣
蔵
、
た
っ
ぷ
り
！

https://www.city.kasama.lg.jp/kouhou.php


　

全
国
的
に
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
多

数
の
死
傷
者
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
で
の
被

害
も
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
本
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
あ
た
っ
て
は
、
県
猟
友

会
笠
間
支
部
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
笠
間
市

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
編
成
し
、
く
く
り
わ
な
や
箱

わ
な
な
ど
を
用
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
地
域
捕

獲
団
体
」
を
地
域
ご
と
に
組
織
し
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

す
る
た
め
の
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
約
３
５
０
基
の
箱
わ
な
と
く
く
り
わ
な

が
あ
り
ま
す
。
許
可
を
受
け
た
方
が
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
・
処
分
し
た
場
合
、
一
頭
当
た
り
で
支
援
金
も
支
給

し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
で
７
６
０
頭
、
令
和
６
年

度
で
１
０
６
７
頭
、
令
和
７
年
度
（
10
月
末
時
点
）
で

２
９
６
頭
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
な
り
の
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
を
し
て
も
数

が
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

粘
り
強
く
、
継
続
的
に
捕
獲
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
猟
友
会
や
実
施
隊
の
皆
さ
ん
と
協
力
を
し
な

が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
防
護
対
策
と
し
て
は
、
電
気

柵
の
ほ
か
、
一
定
の
地
域
を
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
で

取
り
囲
む
よ
う
に
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鳥獣害対策として設置しているワイヤーメッシュ柵

イ
ノ
シ
シ
対
策

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
秋
の
叙
勲

第
45
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
（
６
月
～
11
月
）

2

瑞
宝
双
光
章

武む
と
う藤 

紀き
げ
ん元
さ
ん（
平
町
）

元　

学
校
医

瑞
宝
双
光
章

門も
ん
ま馬 

敏と
し
ろ
う郎

さ
ん（
福
原
）

元　

協
和
中
央
病
院

検
査
技
師
長
兼

事
務
部
長

瑞
宝
双
光
章

小こ

松ま
つ

﨑ざ
き　

政ま
さ

次じ

さ
ん（
東
平
）

元　

石
岡
市
消
防
監

瑞
宝
単
光
章

郡ぐ
ん

司じ　
　

均ひ
と
しさ

ん（
上
市
原
）

元　

水
戸
市
消
防
司
令

瑞
宝
双
光
章

茅ち
の

根ね　

弘こ
う
い
ち一
さ
ん（
下
郷
）

元　

公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）

瑞
宝
双
光
章

常と
こ

井い　

洋よ
う
い
ち一

さ
ん（
押
辺
）

元　

公
立
中
学
校
長

（
茨
城
県
）

文 / 笠間市長　山口　伸樹
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窓口休日開庁サービス窓口休日開庁サービス

窓口受付時間窓口受付時間

SNSSNS

１月の休日救急診療当番１月の休日救急診療当番（午前9時～午後5時）（午前9時～午後5時）

県立中央病院からのお知らせ県立中央病院からのお知らせ

日曜日：市役所本所　午前8時30分～正午　市民課（住民異動届、パスポート申請等の一部業務は除く）、収税課（月末のみ）

令和 7 年度の年末年始に、小児科救急診療を行います。

10月１日から、市役所の窓口受付時間が変更になりました。（変更後の時間）午前８時45分～午後５時

※窓口休日開庁サービスは、10月１日以降も変わらず午前８時30分から受け付けます。
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。
※マイナンバーカードの交付等については予約制です。

※対象施設：市役所 本所・笠間市所・岩間支所、浄化センターともべ（水道課・下水道課）、
　　　　　　地域医療センターかさま内（健康医療政策課・こども政策課）、地域福祉センター内（こども育成支援センター）

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間午後７時～９時（土曜日・祝日・年末年始を
除く）は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の
上、受診してください。

※急な病気やケガで救急車を呼ぶか迷ったときは、以下を
ご利用ください。受診可能な医療機関もご案内します。
24 時間 365 日対応です。

［表紙］
　笠間市合併 20 周年を記念して
11 月 7 日に笠間公民館で開催さ
れた「忠臣蔵サミット in 笠間」で、
かさま応援大使を務める市出身で

103 歳の現役曲師 玉
たま

川
がわ

 祐
ゆう

子
こ

さん
がオープニングに出演しました。
　イベントの様子について詳しく
は、P4 ～特集記事をご覧ください！

［題字］

関
せき

　紫
し

芳
ほう

さん（書作家／大古山在住）

４ 特集 　歴史と演芸で親しむ「忠臣蔵」

詳しくはこちら

フェイスブック エックス インスタグラム かさめ～る ライン スレッズ

10 まちおこしのスパイス

11 からだと向き合う

12 情報しっとく日和

18 Sustaina KASAMA

19 かさまのれきし

20 図書館

21 かさま食彩

22 コンデキ
こんな出来事ありました

23 HOT PEOPLE
注目の笠間人を紹介します

はじめてのお誕生日
24 わかものライド

毎週日曜日　笠間市立病院	 TEL.0296-77-0034
１月１日（木） 年末年始
　メディカルケアクリニックかさま	 TEL.0296-71-8585
　立川記念病院	 TEL.0296-77-7211
１月２日（金） 年末年始
　石本病院	 TEL.0296-72-4051
　梅里クリニック	 TEL.0299-45-2002
１月３日（土） 年末年始
　下田整形外科	 TEL.0296-73-0858
　塙医院	 TEL.0296-77-0072
１月12日（月・祝） 成人の日
　ねもとクリニック	 TEL.0296-77-7011

3

12月21日（日）、令和８年１月４日（日）は休止
となりますので、ご注意ください。

▲詳しくはこちら

目次・お知らせ　広報かさま 2025 年 12 月号

https://www.city.kasama.lg.jp/page/page002145.html
https://www.facebook.com/kasama.city/
https://twitter.com/ibaraki_kasama
https://www.instagram.com/kasama_city/
https://line.me/R/ti/p/%40538mnyll
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page016789.html
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page016629.html
https://www.threads.net/@kasama_city


歴 史 を つ なぐ 人 たち

　
笠
間
に
も
ゆ
か
り
が
あ
る
「
忠
臣
蔵
」。

　
笠
間
と
忠
臣
蔵
の
関
わ
り
は
、
赤
穂
浅
野
家
の
長
矩

の
曽
祖
父
で
あ
る
長
重
が
笠
間
藩
主
と
し
て
こ
の
地
に

入
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
重
か
ら
始
ま
る
笠
間
藩
に
は
、
後
に
四
十
七
士
を

率
い
た
大
石
内
蔵
助
の
祖
父
で
あ
る
良
欽
を
は
じ
め
と

す
る
義
士
と
の
ゆ
か
り
か
ら
、
今
も
彼
ら
の
足
跡
が
私

た
ち
の
地
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
忠
臣
蔵
は
歌
舞
伎
や
講
談
・
浪
曲
・
落
語
の

題
材
と
し
て
、
今
も
な
お
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
市
出
身
・
か
さ
ま
応
援
大
使
で
現
役
最
高
齢
1
0
3
歳

の
曲
師 

玉
川 

祐
子
さ
ん
の
活
躍
や
、
11
月
7
日
に

開
催
さ
れ
た
「
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト 

in 

笠
間
」
で
の

六
代
目
神
田 

伯
山
さ
ん
に
よ
る
講
談
会
、
そ
し
て
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
演
芸
会
。

　
い
ま
、
笠
間
で
演
芸
が
あ
つ
い
！

　
今
回
は
、
忠
臣
蔵
と
笠
間
の
ゆ
か
り
を
振
り
返
り
な

が
ら
、「
歴
史
と
演
芸
で
親
し
む
忠
臣
蔵
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

　 毎年 12 月 14 日の赤穂義士が討ち入り果たした日には
義士たちが討ち入り前にそば屋で休息したことにちなんだ「笠間そば講」や、討ち入り装束で
笠間稲荷門前通りを練り歩く「義士パレード」などが行われています。

　 笠間義士会創立 60 周年イベント
昭和 41 年の復活から今年で 60 周年を迎え、12 月 14 日には、記念イベントが行われます！
[ 日時 ]　12 月 14 日（日）
　1. 義士パレード
　　 ［時間］午後 1 時～（午後 0 時 30 分笠間稲荷神社 稲光閣集合）

　2. 設立 60 周年記念特別講演会
　 　講師：中央義士会・日本城郭史学会員 武類 俊哉さん「笠間と赤穂義士の関係」
　 　［時間］午後 2 時 30 分～　　［場所］笠間稲荷神社稲光閣

　3. 講談
　 　講談師の神田 菫花さんが赤穂義士伝を披露します。
　 　［時間］午後 4 時～　　［場所］笠間稲荷神社稲光閣

歴
史
と
演
芸
で
親
し
む「
忠
臣
蔵
」

特
集

忠
臣
蔵
ス
ト
ー
リ
ー

　元
禄
14（
1
7
0
1
）年
、
江

戸
城
内
の
松
の
廊
下
で
赤
穂
藩

藩
主
・
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が

高
家
肝
煎
・
吉
良
上
野
介
義
央

に
刃
傷
に
及
び
ま
し
た
。

　浅
野
長
矩
は
即
日
切
腹
と

な
り
ま
し
た
が
、
吉
良
義
央

は
お
咎
め
な
し
。

　元
禄
15
年
12
月
14
日
、

大
石
内
蔵
助
を
は
じ
め
と
す

る
赤
穂
義
士
が
、
亡
き
主
君

の
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
仇
討

ち
を
実
行
し
ま
し
た
。

　長
矩
の
刃
傷
事
件
と
赤
穂

義
士
の
仇
討
ち
は
「
赤
穂
事

件
」
と
呼
ば
れ
、
後
に
「
忠

臣
蔵
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　忠臣蔵と笠間のゆかりを後世に伝えようと、昭和５年に有志に
より義士会の創立が呼びかけられました。昭和 27 年頃に「義士
顕彰会」を発足。戦争のため一時活動が中断されたものの、時代
の安定に伴い、昭和 41 年に大勢の市民の賛同を得て復活しました。
昭和 47 年に大石内蔵助銅像が佐白山ろく公園の笠間城跡に建立
された後（平成 30 年４月に大石邸跡に移設）、「笠間義士会」とな
りました。

笠 間 義 士 会

な
が
の
り

な
が
し
げ

お
お
い
し
く
ら
の
す
け

た
ま
が
わ   

ゆ
う
こ

か
ん
だ
　
は
く
ざ
ん

よ
し
た
か

あ
さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り

き
ら
こ
う
ず
け
の
す
け
よ
し
ひ
さ

むるい     としや

かんだ     すみか

申　かさま歴史交流館 井筒屋　TEL.0296-71-8118 ※講演会と講談は、有料で事前申し込みが必要です。詳しくは、お問い合わせください。
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顕彰会」を発足。戦争のため一時活動が中断されたものの、時代
の安定に伴い、昭和 41 年に大勢の市民の賛同を得て復活しました。
昭和 47 年に大石内蔵助銅像が佐白山ろく公園の笠間城跡に建立
された後（平成 30 年４月に大石邸跡に移設）、「笠間義士会」とな
りました。

笠 間 義 士 会

な
が
の
り

な
が
し
げ

お
お
い
し
く
ら
の
す
け

た
ま
が
わ   

ゆ
う
こ

か
ん
だ
　
は
く
ざ
ん

よ
し
た
か

あ
さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り

き
ら
こ
う
ず
け
の
す
け
よ
し
ひ
さ

むるい     としや

かんだ     すみか

申　かさま歴史交流館 井筒屋　TEL.0296-71-8118 ※講演会と講談は、有料で事前申し込みが必要です。詳しくは、お問い合わせください。
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※『新笠間市の歴史』挿図より作成。村名は寛延 4年領地目録より。

浅
野
家
と

笠
間
の
つ
な
が
り

笠
間
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
赤
穂
義
士

やや 浅野長政
弾正少弼

浅野幸長
長政長男

浅野長晟

浅野長勲

長政二男
振姫
家康三女

浅野長重
長政三男

浅野長直

浅野長友

真壁郡・筑波郡に
五万石を与えられる 

真壁領を含む
笠間藩へ移封 

笠間藩主を継ぎ、
後に赤穂に移封

内匠頭 / 久岳院

采女正

浅野長炬
内匠頭

和歌山
藩主

広島
藩主

浅野家家系図

笠間市街にみられる浅野家の痕跡

笠間城跡

笠
間
に
の
こ
る
浅
野
家
の
は
た
ら
き

　
赤
穂
藩
浅
野
家
は
、
赤
穂
藩

主
の
前
は
笠
間
藩
主
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
江
戸
で

隠
居
生
活
と
な
っ
た
浅
野
長
政

は
、
徳
川
家
康
か
ら
隠
居
領
と

し
て
真
壁
郡
・
筑
波
郡
に
五
万

石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
政
の
三
男
・
長
重
は
下
野

真
岡
藩
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、父・長
政
が
亡
く
な
る
と
、

常
陸
真
壁
藩
を
受
け
継
ぎ
、
大

阪
の
役
の
活
躍
に
対
し
て
加
増

さ
れ
、
元
和
８
年（
1
6
2
2
）、

真
壁
領
を
含
む
笠
間
藩
へ
移
封

し
ま
し
た
。

　
長
重
と
長
直
は
２
代
に
わ

た
っ
て
笠
間
藩
主
を
務
め
、
長

直
の
時
代
に
赤
穂
藩
へ
移
封
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、
赤

穂
義
士
の
中
に
は
、
常
陸
国
や

笠
間
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る

人
物
が
い
ま
す
。

な
が
ま
さ

浅
野
家
と
笠
間
城

　
当
初
、
政
務
は
笠
間
城
本
丸
の
狭
い

居
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
笠
間
城

の
山
城
で
あ
る
が
ゆ
え
の
不
便
さ
と
、

政
務
へ
の
影
響
か
ら
、
長
直
藩
主
の
時

代
、
寛
永
20
年
に
現
在
の
佐
白
山
ろ
く

公
園
の
場
所
に
下
屋
敷
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

浅
野
長
直
藩
主
時
代
に
行
わ
れ
た

　都
市
計
画

　
浅
野
家
が
藩
主
と
な
る
前
の
笠
間
藩
は
、
城
付
き
三
万
石
程
度
で

し
た
が
、
浅
野
家
が
藩
主
と
な
る
と
五
万
石
に
増
加
。
家
臣
団
の
構

成
も
そ
れ
な
り
と
な
り
、
武
家
人
口
や
商
工
業
者
の
増
加
も
必
然
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
城
下
町
の
整
備
や
拡
張
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
武
家
屋
敷
を
さ
ら
に
広
げ
、「
大
和
田
」、「
五
騎
町
」、「
桧
町
」、「
桜

町
」、「
裸
町
」「
鷹
匠
町
」
な
ど
笠
間
城
南
側
一
帯
を
中
下
級
武
家
町
と

し
て
整
備
。

　
町
人
町
と
し
て
は
、
寛
永
17
年（
１
６
４
０
）に
「
新
町
」
を
創
設
。
こ

の
成
立
に
よ
り
、「
大
町
」「
愛
宕
町
」「
高
橋
町
」「
荒
町
」「
新
町
」
の

五
か
町
が
完
成
し
、以
後
城
下
町
と
し
て
の
町
人
町
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
町
割
り
が
現
在
も
引
き
継
が
れ
、
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。

”

“

大
石
内
蔵
助
良
雄

　
四
十
七
士
を
率
い
た
大
石
内
蔵
助
良

雄
の
曽
祖
父
・
良
勝
は
真
岡
藩
主
時
代

の
長
重
に
仕
え
、
家
老
に
ま
で
出
世
を

し
ま
し
た
。
良
勝
の
子
・
良
欽
も
笠
間

藩
へ
出
仕
し
、
こ
の
父
子
が
居
宅
を
構

え
た
場
所
が
「
大
石
邸
跡
」
と
し
て
残

さ
れ
、
後
の
歴
代
笠
間
藩
主
の
家
老
の

屋
敷
と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
良

勝
の
弟
・
信
云
は
、
長
矩
の
刃
傷
事
件

の
第
二
報
を
赤
穂
の
国
元
へ
知
ら
せ

た
、
大
石
瀬
左
衛
門
信
清
の
祖
父
に
あ

た
り
ま
す
。

お
お
い
し
く
ら
の
す
け
よ
し
た
か

勝
田
新
左
衛
門
武
尭

　
勝
田
家
は
常
陸
国
本
木
村
出
身
で
あ

り
、
武
尭
の
曽
祖
父
・
重
尭
が
長
重
に

仕
え
る
と
、
武
尭
の
祖
父
に
あ
た
る
新

兵
衛
も
笠
間
藩
主
時
代
の
長
直
に
仕

え
、赤
穂
藩
に
も
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

堀
部
弥
兵
衛
金
丸

　
金
丸
の
祖
父
・
助
左
衛
門
、
父
・
弥

兵
衛
は
真
岡
藩
時
代
の
浅
野
氏
に
仕

え
、
金
丸
自
身
も
長
直
・
長
友
・
長
矩

の
三
代
に
仕
え
ま
し
た
。
赤
穂
移
封
時

に
は
長
直
に
仕
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

義
士
の
中
で
唯
一
、
笠
間
藩
士
の
身
分

で
し
た
。
堀
部
安
兵
衛
は
金
丸
の
婿
養

子
で
あ
り
、
四
十
七
士
随
一
の
剣
客
で

あ
り
ま
し
た
。

■
こ
の
ほ
か
ゆ
か
り
の
赤
穂
義
士

　
吉
田
忠
左
衛
門
兼
亮

　
大
高
源
五
忠
雄

　
小
野
寺
十
内
秀
和
　
　
な
ど

か
つ
た
し
ん
ざ
え
も
ん
た
け
た
か

ほ
り
べ
や
へ
え
あ
き
ざ
ね

よ
し
だ
ち
ゅ
う
ざ
え
も
ん
か
ね
す
け

お
の
で
ら
じ
ゅ
う
な
い
ひ
で
か
ず

お
お
た
か
げ
ん
ご
た
だ
す
け
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※『新笠間市の歴史』挿図より作成。村名は寛延 4年領地目録より。
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野
家
と
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間
の
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が
り

笠
間
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
赤
穂
義
士

やや 浅野長政
弾正少弼

浅野幸長
長政長男

浅野長晟

浅野長勲

長政二男
振姫
家康三女

浅野長重
長政三男

浅野長直

浅野長友

真壁郡・筑波郡に
五万石を与えられる 

真壁領を含む
笠間藩へ移封 

笠間藩主を継ぎ、
後に赤穂に移封

内匠頭 / 久岳院

采女正

浅野長炬
内匠頭

和歌山
藩主

広島
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浅野家家系図

笠間市街にみられる浅野家の痕跡

笠間城跡

笠
間
に
の
こ
る
浅
野
家
の
は
た
ら
き

　
赤
穂
藩
浅
野
家
は
、
赤
穂
藩

主
の
前
は
笠
間
藩
主
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
江
戸
で

隠
居
生
活
と
な
っ
た
浅
野
長
政

は
、
徳
川
家
康
か
ら
隠
居
領
と

し
て
真
壁
郡
・
筑
波
郡
に
五
万

石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
政
の
三
男
・
長
重
は
下
野

真
岡
藩
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、父・長
政
が
亡
く
な
る
と
、

常
陸
真
壁
藩
を
受
け
継
ぎ
、
大

阪
の
役
の
活
躍
に
対
し
て
加
増

さ
れ
、
元
和
８
年（
1
6
2
2
）、

真
壁
領
を
含
む
笠
間
藩
へ
移
封

し
ま
し
た
。

　
長
重
と
長
直
は
２
代
に
わ

た
っ
て
笠
間
藩
主
を
務
め
、
長

直
の
時
代
に
赤
穂
藩
へ
移
封
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、
赤

穂
義
士
の
中
に
は
、
常
陸
国
や

笠
間
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る

人
物
が
い
ま
す
。

な
が
ま
さ

浅
野
家
と
笠
間
城

　
当
初
、
政
務
は
笠
間
城
本
丸
の
狭
い

居
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
笠
間
城

の
山
城
で
あ
る
が
ゆ
え
の
不
便
さ
と
、

政
務
へ
の
影
響
か
ら
、
長
直
藩
主
の
時

代
、
寛
永
20
年
に
現
在
の
佐
白
山
ろ
く

公
園
の
場
所
に
下
屋
敷
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

浅
野
長
直
藩
主
時
代
に
行
わ
れ
た

　都
市
計
画

　
浅
野
家
が
藩
主
と
な
る
前
の
笠
間
藩
は
、
城
付
き
三
万
石
程
度
で

し
た
が
、
浅
野
家
が
藩
主
と
な
る
と
五
万
石
に
増
加
。
家
臣
団
の
構

成
も
そ
れ
な
り
と
な
り
、
武
家
人
口
や
商
工
業
者
の
増
加
も
必
然
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
城
下
町
の
整
備
や
拡
張
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
武
家
屋
敷
を
さ
ら
に
広
げ
、「
大
和
田
」、「
五
騎
町
」、「
桧
町
」、「
桜

町
」、「
裸
町
」「
鷹
匠
町
」
な
ど
笠
間
城
南
側
一
帯
を
中
下
級
武
家
町
と

し
て
整
備
。

　
町
人
町
と
し
て
は
、
寛
永
17
年（
１
６
４
０
）に
「
新
町
」
を
創
設
。
こ

の
成
立
に
よ
り
、「
大
町
」「
愛
宕
町
」「
高
橋
町
」「
荒
町
」「
新
町
」
の

五
か
町
が
完
成
し
、以
後
城
下
町
と
し
て
の
町
人
町
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
町
割
り
が
現
在
も
引
き
継
が
れ
、
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。

”

“

大
石
内
蔵
助
良
雄

　
四
十
七
士
を
率
い
た
大
石
内
蔵
助
良

雄
の
曽
祖
父
・
良
勝
は
真
岡
藩
主
時
代

の
長
重
に
仕
え
、
家
老
に
ま
で
出
世
を

し
ま
し
た
。
良
勝
の
子
・
良
欽
も
笠
間

藩
へ
出
仕
し
、
こ
の
父
子
が
居
宅
を
構

え
た
場
所
が
「
大
石
邸
跡
」
と
し
て
残

さ
れ
、
後
の
歴
代
笠
間
藩
主
の
家
老
の

屋
敷
と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
良

勝
の
弟
・
信
云
は
、
長
矩
の
刃
傷
事
件

の
第
二
報
を
赤
穂
の
国
元
へ
知
ら
せ

た
、
大
石
瀬
左
衛
門
信
清
の
祖
父
に
あ

た
り
ま
す
。

お
お
い
し
く
ら
の
す
け
よ
し
た
か

勝
田
新
左
衛
門
武
尭

　
勝
田
家
は
常
陸
国
本
木
村
出
身
で
あ

り
、
武
尭
の
曽
祖
父
・
重
尭
が
長
重
に

仕
え
る
と
、
武
尭
の
祖
父
に
あ
た
る
新

兵
衛
も
笠
間
藩
主
時
代
の
長
直
に
仕

え
、赤
穂
藩
に
も
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

堀
部
弥
兵
衛
金
丸

　
金
丸
の
祖
父
・
助
左
衛
門
、
父
・
弥

兵
衛
は
真
岡
藩
時
代
の
浅
野
氏
に
仕

え
、
金
丸
自
身
も
長
直
・
長
友
・
長
矩

の
三
代
に
仕
え
ま
し
た
。
赤
穂
移
封
時

に
は
長
直
に
仕
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

義
士
の
中
で
唯
一
、
笠
間
藩
士
の
身
分

で
し
た
。
堀
部
安
兵
衛
は
金
丸
の
婿
養

子
で
あ
り
、
四
十
七
士
随
一
の
剣
客
で

あ
り
ま
し
た
。

■
こ
の
ほ
か
ゆ
か
り
の
赤
穂
義
士

　
吉
田
忠
左
衛
門
兼
亮

　
大
高
源
五
忠
雄

　
小
野
寺
十
内
秀
和
　
　
な
ど

か
つ
た
し
ん
ざ
え
も
ん
た
け
た
か

ほ
り
べ
や
へ
え
あ
き
ざ
ね

よ
し
だ
ち
ゅ
う
ざ
え
も
ん
か
ね
す
け

お
の
で
ら
じ
ゅ
う
な
い
ひ
で
か
ず

お
お
た
か
げ
ん
ご
た
だ
す
け
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演 芸
で親しむ
忠臣蔵

かさま応援大使 玉川 祐子さんが
オープニングに登場

笠間義士会
塙会長による開会宣言

六代目
神田 伯山さん

令和 7 年度コミュニティ助成事業の
支援を受けて実施しました。

各自治体が
忠臣蔵のゆかりや
取り組みを紹介

第 34 回  義 士 親 善 友 好 都 市 交 流 会 議

忠臣蔵サミット in 笠間

（右から）
玉川 祐子さん、
港家 小そめさん

　オープニングには、笠間市出身で現役最高
齢 103 歳の曲師 玉川 祐子さんが、浪曲師の
港家 小そめさんとともに浪曲を披露しました。
　「神崎与五郎東下り」を披露し、小そめさん
の唸りと節回し、そして祐子さんのキレのあ
る三味線と力強い声に圧倒される舞台となり
ました。
　地元歓迎ムードで会場があたたまり、最後
の祐子さんの「この年になって舞台に上がれ
れるのは最高の幸せ。感謝感謝です」という
一言に皆さん笑顔がこぼれました。

　メイン公演には六代目 神田 伯山さんが登
場し、赤穂義士伝を披露しました。
　演目前段のまくらでは、出演前に巡った、
笠間の菊まつりや笠間日動美術館などでのエ
ピソードが披露され、会場大盛り上がり。
　笠間にゆかりがある堀部弥兵衛にちなんだ
二席「安兵衛駆け付け」「安兵衛婿入り」を
披露し、迫力のある講談に引き込まれ、会場
が息をのむ一体感につつまれました。

神田 伯山さんが忠臣蔵を魅せる

全国の忠臣蔵
ゆかりのまちが笠間に

笠間市合併 20 周年を記念して「忠臣蔵サミット in 笠間」を
11 月 7 日に笠間公民館で開催しました。

全国の忠臣蔵ゆかりの地から、今回は 10 自治体が参加。
ゆかりや取り組みを紹介しあい、交流を深めました。

　忠臣蔵屈指の名場面の一つ。大石内蔵助
は、垣見五郎兵衛という名前を名乗って、討
ち入りのために江戸に向かいます。ところが
神奈川宿で、本物の垣見五郎兵衛と鉢合わせ
します。その危機を乗り越えたのは…。
　なぜ、忠臣蔵は人気なのか。その真髄がう
かがえる一席です。

大
石
東
下
り

そ
の
ほ
か
に
も

お
お
い
し
あ
ず
ま
く
だ
り

　忠臣蔵ではさまざまな別れの場面が描かれ
ています。それを象徴する名場面がある一席。
討ち入りを前に、浅野内匠頭の妻・瑤泉院に
暇乞いをする大石内蔵助は、本心を隠しなが
ら別れを告げます。
　クライマックスへの緊張感が、最大限に高
まるでしょう。

南
部
坂
雪
の
別
れ

な
ん
ぶ
ざ
か
ゆ
き

わ
か

　天野屋利兵衛は赤穂義士を支援した商人。
奉行所に疑惑をかけられ、重い拷問を受けな
がらも赤穂義士の秘密を守ります。
　「天野屋利兵衛は男でござる」は、あまり
にも有名な決め台詞。外伝の中で最も有名な
人物伝といえます。

天
野
屋
利
兵
衛

あ
ま
の
や
り
へ
い

　討ち入りと四十七士切腹の後日談として語
り継がれる感動的な人情物語。堀部安兵衛の
切腹の際に介錯人をつとめた下級武士・荒川
十太夫のある行動と、その後の人生が描かれ
ます。
　浪曲では「誉れの三百石」という演目で披
露されています。

荒
川
十
太
夫

あ
ら
か
わ
じ
ゅ
う
だ
ゆ
う

　家柄のない歌舞伎役者・初代 中村仲蔵が下
回りから這い上がり、「仮名手本忠臣蔵」の
斧定九朗役で、苦悩の末に大当たりをとり、ス
ター街道を歩むようになるまでの物語。「忠臣蔵」
は、数々の名人が熱をこめて演じてきたことで、
今に語り継がれていることを感じさせられます。
落語・講談・浪曲で披露されています。

　書籍「七つの忠臣蔵」池波正太郎・吉川英治・山本一力・柴田錬三郎・海音寺潮五郎・菊池寛・佐江衆一
　大御所たちによる忠臣蔵短編 7 作品を収録。「忠臣蔵」とは、創作のモチーフがそれこそ「蔵」の中にあふれるよ
うに詰まっているものだと、改めて感じます。
　DVD「浪曲絶唱ストーリー」
　笠間出身の現役最高齢曲師・玉川 祐子さんと愛弟子・港家 小そめさんのドキュメント映画。あこがれて弟子入り
した師匠がなくなり、祐子さんに引き取られ、独り立ちしていく小そめさんの芸に対する姿が、涙を誘います。

中
村
仲
蔵

な
か
む
ら
な
か
ぞ
う

　「仮名手本忠臣蔵」の判官役（浅野内匠頭
に相当）に抜擢された沢村淀五郎が、役を演
じられずに苦しみ、大看板となった中村仲蔵
に教えを乞います。「中村仲蔵」と同じく、「忠
臣蔵」を支えてきた名優の心意気が感じられ
ます。落語のみにある演目で、6 代目三遊亭
円生が圧巻です。

淀
五
郎

よ
ど
ご
ろ
う

　忠臣蔵のストーリーは、講談・浪曲・落語の題材としても親しまれています。
忠臣蔵は壮大な物語です。そのため、講談や浪曲では、いくつにも細かく分
けた演目があります。
　松の廊下から討ち入りに至る本筋を「本伝」、四十七士の個別の物語を「銘々
伝」、義士以外の周辺の物語を「外伝」と呼び、それらが全部で 300 席以上あ
るといわれています。
　笠間市立図書館にある CD 資料などから、ぜひ聴いてもらいたい演目をご
紹介します。

か き み ご ろ べ え

ようぜいいん

おのさだくろう

社会人落語家の

万葉亭 小太郎さん！
笠間市包括支援センターの職員として
日々励む傍ら、市内などで行われる落語
会で落語を披露しています。

ま ん よ う て い 　  こ た ろ う

ナビゲーターは

　秘書課（内線 224）　生涯学習課（内線 381）

サミット参加自治体の
紹介動画はこちら

みなとや  こ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

フェイスブックもご覧くださいフェイスブックもご覧ください

問問    企業誘致・移住推進課（内線592）企業誘致・移住推進課（内線592）

　
10
月
の
東
京
・
下
北
沢BO

N
U

S TRACK

。

笠
間
の
栗
の
香
り
が
ふ
わ
り
と
会
場
を
包
み
込
み

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
「Local G

ood Ibaraki 
2025

」
に
「
し
ぼ
り
た
て
笠
間
の
栗
の
純
モ
ン

ブ
ラ
ン
」を
携
え
て
出
店
。
笠
間
の
栗
の
魅
力
を
、

都
会
の
人
に
〝
体
験
〟
と
し
て
届
け
た
い
。
そ
ん

な
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
挑
戦
で
し
た
。

　

私
は
「
笠
間
の
栗
の
魅
力
を
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
を
胸
に
、

日
々
、
笠
間
の
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、「
都
内

で
茨
城
を
体
験
し
て
味
わ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
「Local Good Ibaraki 2025

」
へ
の

出
店
が
決
ま
り
ま
し
た
。
栗
に
魅
せ
ら
れ
、
栗
を

愛
し
す
ぎ
て
い
る
男
と
し
て
、
笠
間
の
栗
を
〝
ひ

と
口
の
感
動
〟に
し
て
届
け
た
い
。
そ
の
一
心
で
、

栗
そ
の
も
の
の
味
わ
い
を
最
大
限
に
引
き
出
す
モ

ン
ブ
ラ
ン
づ
く
り
に
挑
み
ま
し
た
。

●
栗
の
真
実
を
知
る
、香
り
を
体
験
す
る
モ
ン
ブ
ラ
ン

　

和
栗
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
香
り
」。

た
だ
、
こ
の
香
り
は
と
て
も
繊
細
で
、
時
間
の
経

過
や
食
材
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
損

な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
生
ク
リ
ー

ム
や
バ
タ
ー
、洋
酒
を
加
え
る
と
、味
わ
い
に
リ
ッ

チ
さ
や
コ
ク
は
出
る
も
の
の
、
栗
の
香
り
が
奥
に

引
っ
込
ん
で
し
ま
う
。
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
や
白
あ

ん
、
き
な
粉
、
コ
ー
ヒ
ー
、
味
噌
、
ト
マ
ト
パ
ウ

ダ
ー
な
ど
、
い
く
つ
も
の
組
み
合
わ
せ
を
試
し
ま

し
た
が
、「
こ
れ
が
笠
間
の
栗
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
だ
」

と
思
え
る
味
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

思
い
切
っ
て
方
向
性
を
変
え
、「
余
計
な
も
の
は

足
さ
ず
、
栗
そ
の
も
の
を
食
べ
る
体
験
を
届
け
よ

う
」
と
決
意
。
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
栗
ペ
ー
ス

ト
（
糖
度
30
）
だ
け
を
絞
っ
た
、
ま
じ
り
け
の
な

い
「
純
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
で
し
た
。

　

し
か
し
、栗
だ
け
で
は
食
感
が
重
く
な
り
が
ち
。

そ
こ
で
、
土
台
に
ザ
ク
ザ
ク
と
し
た
ク
ラ
ン
ブ
ル

を
し
の
ば
せ
、
香
ば
し
い
ほ
う
じ
茶
ク
リ
ー
ム
と

軽
や
か
な
生
ク
リ
ー
ム
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
栗
の

香
り
と
食
感
の
変
化
が
一
体
と
な
り
、
濃
厚
で
あ

り
な
が
ら
食
べ
終
え
た
瞬
間
に
す
っ
と
香
り
が
抜

け
て
い
く
、
そ
ん
な
「
香
り
を
体
験
す
る
モ
ン
ブ

ラ
ン
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
本
当
に
お
い
し
い
栗
の
香
り
を
感

じ
て
も
ら
う
に
は
、
し
ぼ
り
た
て
し
か
な
い
」
と

考
え
、
提
供
の
直
前
に
一
つ
ず
つ
絞
る
〝
し
ぼ
り

た
て
ス
タ
イ
ル
〟
を
採
用
。
絞
っ
た
瞬
間
に
立
ち

の
ぼ
る
香
り
と
、
そ
の
様
子
を
目
の
前
で
見
る
時

間
も
ま
た
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
〝
笠
間
の
栗
を

味
わ
う
体
験
〟
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。

●
食
べ
た
人
が
驚
い
た「
栗
そ
の
も
の
の
味
」

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
「
こ
れ
が
栗
本
来
の
美
味

し
さ
な
ん
で
す
ね
」「
笠
間
に
行
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
声
が
相
次
ぎ
、
栗
の
香
り
や
味
の
奥
深
さ

に
驚
く
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
素
材

の
力
、
作
り
手
の
想
い
、
そ
し
て
地
域
の
誇
り
、

そ
れ
ら
が
確
か
に
届
い
た
と
感
じ
た
瞬
間
で
し

た
。

●
笠
間
の
栗
の
未
来
に
貢
献
し
た
い

　

今
回
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
笠
間
の
栗
ブ
ラ
ン
ド

を
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
笠
間
の
栗
を
軸
に
、
新
し
い
商
品
や
体
験

を
生
み
出
し
、地
域
の
魅
力
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
の
誇
る
べ
き
「
栗

の
ま
ち
・
笠
間
」
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
。

そ
の
想
い
を
胸
に
、
今
日
も
栗
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。

笠間の栗、その香りと誇りを伝えたい
― 「しぼりたて笠間の栗の純モンブラン」誕生の舞台裏 ―

2024 年５月より笠間市の地域おこし協力隊として着任。笠間市
の特産品である栗を活用し、笠間栗ファクトリー株式会社と連携
して、栗製品の品質向上、商品開発、販売促進などの支援を行っ
ています。活動を通じて、地域の活性化につながるような「笠間
の栗のブランド化」に貢献することを目指しています。

プロフィール 地域おこし協力隊 三
み や け

宅 輝
て る あ き

明 隊員（29歳）

千葉県から移住

モンブランイベント
しぼりたて

しぼりたて笠間の栗の純モンブラン
のPRポスター
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●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

かさま健活スタイル

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

12月の強化項目

月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

予防しよう！
『感染症』

風邪やインフルエンザの流行時期です！
うがい・手洗いを習慣にして、栄養・休養・睡眠
をしっかり取り、感染症を予防しましょう。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い
効
果
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
感
染
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
私
自
身
も
予
防
接
種
を
受
け
た
の
に
感

染
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
率
は
、
変
動
は
あ

り
ま
す
が
、
健
康
な
成
人
で
約
60
％
︑
高
齢
者
で
約
30
～

50
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
全
に
予
防
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
、
接
種
に
よ
り
感

染
し
た
際
に
軽
症
で
済
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊
婦
、
乳
幼
児
の
重
症
化

や
死
亡
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
予
防
医
療
の
一
環
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
国
内
で
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
従
来
か

ら
あ
る
腕
へ
の
「
皮
下
注
射
（
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
）」
と
、

最
近
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
鼻
に
ス
プ

レ
ー
す
る
「
経
鼻
生
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ル
ミ
ス
ト
）」
が
あ

り
ま
す
。
注
射
が
苦
手
な
方
、
特
に
小
さ
な
子
の
親
御
さ

ん
に
と
っ
て
、
選
択
肢
が
増
え
た
の
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
一
覧

に
ま
と
め
ま
し
た
。
比
較
し
て
最
適
な
ワ
ク
チ
ン
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
費
用
は
、医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

自
治
体
ご
と
に
助
成
の
対
象
や
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通
常
12
月
末
か

ら
翌
年
３
月
頃
で
す
が
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
11
月

中
旬
時
点
で
も
流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
か

ら
抗
体
が
で
き
る
ま
で
２
～
４
週
間
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
遅
く
と
も
12
月
始
め
～
中
旬
頃
に
は
接
種
を
終
え
る

の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
で
は
間
に
合

わ
な
い
か
な
と
か
、
打
つ
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
か
な

と
い
う
方
も
ま
っ
た
く
効
果
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
っ
て
い

ま
す
。
予
約
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 市立病院　TEL.0296-77-0034 市立病院　TEL.0296-77-0034

江
え

尻
じり

　　幸
ゆき

笠間市立病院　薬剤師

インフルエンザワクチンって必要？

インフルエンザ不活化ワクチン 経鼻弱毒生インフルエンザワクチン（フルミスト）
対 象 ６ヶ月以上 ２歳以上19歳未満

回 数 ６ヶ月以上13歳未満：２回
　　　　　13歳以上：１回 １回

接種間隔 ４週間（２回の場合） なし

副 反 応 接種局所の発赤、腫脹、痛み
鼻水・鼻づまり、咳、喉の痛みなどの軽い風邪症
状接種後インフルエンザ迅速検査で陽性反応出る
ことあり

費 用 3,000 ～ 5,000 円程度 /回 8,000 ～ 9,000 円程度 /回

メリット
長年の使用実績あり。多くの年齢層、基
礎疾患を持つ方なども接種可能。多くの
医療機関で接種可能。

注射の痛みがない。１回の接種で済む。
高い発症予防効果。効果持続期間は約１年間。

デメリット
注射の痛みが苦手な人には負担。約５ヶ
月間程度効果持続。２回接種必要な年齢
層あり。

接種できない方が多い（重度の喘息、免疫不全状
態の方、妊婦、特定のゼラチンアレルギーなど）。
生ワクチンのため、飛沫または接触による水平伝
播の可能性。
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子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

知って得する暮らしの情報を紹介します。
気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

1212 月の納税等月の納税等

納期限 ： 12月25日（木）納期限 ： 12月25日（木）
●固定資産税（３期）●固定資産税（３期）
●国民健康保険税（６期）●国民健康保険税（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）●後期高齢者医療保険料（６期）
●介護保険料（５期）●介護保険料（５期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
　お願いします。
※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

 音楽を通して、障がいがある人もない人も一緒に楽しめ
る「みんなの音楽祭」を開催します。ぜひご来場ください。
　また、当日に参加者の誘導や機材の出し入れなどのボラ
ンティアを募集しています。ボランティア参加を希望の方
は、令和８年１月７日（水）までにお申し込みください。

　今年度の年末年始９連休における小児科救急は、県立中
央病院の救急外来に小児科医が常駐して受診・相談の対応
を行います。
　受診・相談希望の場合は、必ず事前に県立中央病院に電
話連絡をお願いします。対応できる時間以外の場合は、子
ども救急電話相談＃ 8000 をご利用ください。

期　　間　12 月 27 日（土）～令和８年１月４日（日）　
診察時間　午前９時～ 11 時

第16回
「♪みんなの音楽祭♪」を開催します

県立中央病院での
令和７年度年末年始の小児科救急について

・・  笠間支所保険福祉課（内線 72134） 笠間支所保険福祉課（内線 72134）  県立中央病院　TEL.0296-77-1121  県立中央病院　TEL.0296-77-1121

  資源循環課（内線 130）  資源循環課（内線 130）

　　 　　令和８年１月 17 日（土）
　　　　　午後１時～４時
　　 問 　　笠間公民館 大ホール（笠間市石井 2068-1）
　　　　　※入場無料
内　　容　合唱、演奏、ダンスなど
発表団体　市内の障がい者（児）団体、福祉施設、
　　　　　在宅障がい者（児）など

ゆかいふれあいセンター改修工事のお知らせゆかいふれあいセンター改修工事のお知らせ
　ゆかいふれあいセンターのプール内排煙窓の修繕工事を実施します。工事期間中はプールの利用が中止となります。利用
者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

工事箇所　ゆかいふれあいセンター プール内排煙窓
工事期間　12 月 19 日（金）～令和 8 年 1 月 12 日（月・祝）
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 年末年始のごみ収集、し尿くみ取り・浄化槽清掃について
〇家庭ごみの収集について【市内全地区】

12月
26日㈮ 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ １月

１日（木・祝） ２日㈮ ３日㈯ ４日㈰

可燃ごみ
不燃ごみ
資源物

通常通り 通常通り 休み
通常通り

（可燃ごみの
収集のみ）

通常通り
（可燃ごみの

収集のみ）

通常通り
（可燃ごみの

収集のみ）
休み 休み 休み 休み

12月
26日㈮ 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ １月

１日（木・祝） ２日㈮ ３日㈯ ４日㈰

持ち込み 通常通り 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み

12月
26日㈮ 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ １月

１日（木・祝） ２日㈮ ３日㈯ ４日㈰

汲み取り・
清掃 通常通り 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み

・令和８年１月１日（木・祝）～４日（日）は、家庭ごみの収集はお休みですので、収集所にごみを出さないようにお願いします
（振替収集は行いません）。

・令和８年１月５日（月）から通常通りの収集を行います。お住まいの地域の収集日の午前８時までに、ごみを出してください。

〇環境センターへの持ち込みについて【市内全地区】

◎笠間市環境センター　笠間市長兎路仁古田入会地 1-62　TEL：0296-77-2416
　【持 込 受 付】　月曜日～金曜日（土曜日・日曜日と年末年始はお休みです）　午前９時～正午／午後１時～５時
　【処理手数料】　ごみの種類にかかわらず、家庭ごみの持ち込み 10㎏につき 100 円　※ 10kg 未満の場合でも、100 円

・12月27日（土）～令和８年１月４日（日）は、環境センターへのごみの持ち込みはお休みです。
・年末年始は、ごみの持ち込みが大変混み合います。持ち込む時期を早めるなどのご協力をお願いします。

〇し尿くみ取り・浄化槽清掃について【市内全地区】

・12月27日（土）～令和８年１月４日（日）は、お休みです。令和８年１月５日（月）以降は、通常通り土曜日・日曜日・祝日がお
休みとなります。

・年末年始は、予約が混み合います。くみ取り・浄化槽清掃は早めにご依頼ください。

  資源循環課（内線 129）  資源循環課（内線 129）

第 2日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

 令和８年１月 11 日（日）

  　午前９時～午後３時

問  地域交流センターいわま「あたご」 

 根
ね

本
もと

（TEL.090-3009-7883）

友部駅前フリーマーケット
第 4日曜日

 令和８年１月 25 日（日）午前９時～午後１時

問  地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

 柏
かしわ

崎
ざき

（TEL.090-1880-6317）
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 「ヒートショック」にご注意ください！

 県央圏域都市計画区域マスタープランに関する公聴会の開催について

ヒートショックヒートショックとは？とは？
　急激な温度の変化によって、血圧が大きく変動し心筋
梗塞や脳卒中、不整脈などを引き起こす健康被害のこと
です。失神や不整脈のほか、死に至ることもあり大変危
険です。
　暖房の効いた暖かい部屋から、寒い脱衣所や浴室へ移
動し、浴槽で急激に身体を暖めた時などに発症すること
があります。

  消防本部警防課　TEL.0296-73-0119  消防本部警防課　TEL.0296-73-0119

※原案の閲覧場所および問い合わせ先（公述申出期間中のみ閲覧できます）※原案の閲覧場所および問い合わせ先（公述申出期間中のみ閲覧できます）
  茨城県 都市計画課　TEL.029-301-4592  茨城県 都市計画課　TEL.029-301-4592

　   笠間市 都市計画課　TEL.0296-77-1101　   笠間市 都市計画課　TEL.0296-77-1101

予防ポイント予防ポイント
◎脱衣所や浴槽は暖房やシャワーで事前に暖める。
◎湯温は 41℃以下、湯につかる時間は 10分を目安に。
◎食後すぐの入浴やアルコールが抜けていない状態の入浴は控える。
◎精神安定剤、睡眠薬などを服用したあとの入浴は控える。

　都市の将来像を示す「都市計画区域マスタープラン」の作成にあたり、住民の皆さんからご意見をいただくため、公聴会
を開催します。
　公聴会では、原案に対して公述人として意見を述べられます。申出者多数の場合は、意見内容を考慮のうえ代表者を選定
します。
　なお、公述の申出がない場合は、公聴会は開催されません。

○　　　 　　　　令和８年１月 21 日（水）　午後１時～　
○　　　問 　　　　水戸合同庁舎２階会議室（水戸市柵町 1-3-1）
○申 出 方 法　意見を述べることを希望する方は、公述申出期間内に公述申出書を提出してください
　　　　　　　　（公述申出書の様式は閲覧場所および県都市計画課ホームページにあります）。
　　　　　　　　【提出先】茨城県知事　大

おお

井
い

川
がわ

 和
かず

彦
ひこ

　（茨城県土木部都市局都市計画課扱い）あて
　　　　　　　　　　　　〔〒 310-3555　水戸市笠原町 978-6〕
○公述申出期間　令和８年１月５日（月）～ 14 日（水）※閉庁日を除く。

今年も沢山のご愛顧
ありがとうございました。
残り僅かとなりましたが、

良いお年を！！
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 市が発行する文書の文字が標準化されて変わることがあります 市が発行する文書の文字が標準化されて変わることがあります
　国は、全国の自治体の主な業務で取り扱うシステムの統一・標準化を進めています。その一環として、市の主な
業務システムで使用する文字を 12 月 22 日から「行政事務標準文字」に変更することになりました。
　これにより、市が発行する住民票の写し、各種証明書や皆さんへ発送するお知らせなどに書かれている宛名（名
前や住所）の一部文字の形が、これまでのものと変わることがあります。

〈ポイント〉
・部首の大きさ、曲げはねの違い、一部の長さの違いなど、
デザインの差（「字形」の違い）の範囲内で変わる場合があ
ります。漢字の骨組み（「字体」の違い）は変わりません。

・行政事務標準文字は、自治体が発行する証明書や印刷物、
コンピューター処理などで使われるものであって、住民の
方が同じ文字を使用しなければならないというものではあ
りません。
　※戸籍では従来の文字を保持し続けます。
　※書類などに使う文字は、手書きの文字で
　　あればこれまで通りに使えます。

  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

  市民課（内線 147）  市民課（内線 147）

 みんなで地域医療を支えよう
　地域医療は、私たちの生命や健康を守るために必要不可欠な社会資源の一つであり、多くの医療従事者や関係者によって
支えられています。そして、地域医療を将来にわたって維持していくためには、医療を受ける私たちが、地域医療を支える
取り組みを一つ一つ積み重ねていくことが大切です。

○かかりつけ医をもって、適正受診を心がけよう
　病院や診療所には、施設の設備や規模などに応じた役割分担があり、そ
れぞれが協力しながら、地域全体の医療を支えています。症状や時間帯に
合わせて、適正に医療機関を受診することを心がけましょう。

○急な病気やケガで、不安な時は相談しよう
　▼電話による相談（歯科を除く急な病気に関する相談を 24時間受付けています）
　　・茨城おとな救急電話相談（15 歳以上）　♯ 7119
　　・茨城子ども救急電話相談（15 歳未満）　♯ 8000
　　　※つながらない場合は、TEL.050-5445-2856
　▼インターネットによる救急相談
　　・全国版救急受診アプリ「Ｑ助」
　　・こどもの救急（生後１か月～６歳児）

○地域医療をもう一歩支える
　「命をつなぐボランティアに参加してみよう」

　病気やケガの治療に必要な血液や骨髄など
は、皆さんの協力によって確保されています。

「献血」や「骨髄バンクへのドナー登録」など、
健康なうちにできる命をつなぐボランティア
に協力をお願いします。

詳しくはこちら

字体は同じだが 
字形（デザイン）が変わる例  

文字構成要素の大きさの違い

文字構成要素内の画の長さの違い

文字構成要素内の曲げ止めと
曲げ跳ねの違い

文字構成要素内の画と画の
接触、非接触の違い

詳しくはこちら

TEL  0296-70-1090TEL  0296-70-5170
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茨城県石岡市石岡 13462-22

創業100年

【申告が必要な方】
　○　令和８年１月１日現在、市内で事業を営んでいる個人または法人および太陽光発電設備などを所有している個人
　○　令和８年１月１日現在、市内で事業は営んでいないが、市内にある事業用の償却資産を貸し付けている個人または法人

【申告期限】　令和８年２月２日（月）
【申告方法】
　昨年まで申告している方は、１年間の償却資産の増・減を申告してください。
　ただし、昨年電算申告をした方、事業を始めた方、新たに申告する方は、令和８年１月１日現在所有している償却資産す
べてを申告してください。昨年申告のあった方には申告用紙または案内はがきを郵送していますが、新たに申告する方や、
申告用紙が届かない方は、税務課までご連絡ください。
　なお、申告書提出の際には、申告者の法人番号または個人番号の記載が必要になります。
　◆償却資産の対象となるもの（業種別の例）

　◆償却資産の対象とならないもの（主な例）
　　・自動車税、軽自動車税の対象となる自動車、小型自動車
　　・取得価額が 20 万円未満の償却資産を、税務会計上３年で一括償却しているもの
　　・耐用年数が１年未満または取得価額が 10 万円未満の資産で、法人税法または所得税法の規定により一時に損金また
　　　は必要経費に算入するもの
　●太陽光発電設備等（再生可能エネルギー発電設備）に係る課税について

　家屋の屋根や土地等に太陽光パネルを設置して売電する場合には、設置した太陽光パネル等の設備は固定資産税（償却
資産または家屋）の対象となります。

 償却資産（固定資産税）の申告をお願いします 償却資産（固定資産税）の申告をお願いします

共 　 　 通 パソコン、コピー機、応接セット、看板、広告塔、舗装路面、駐車設備、太陽光発電など
建　 設　 業 ブルドーザー、パワーショベル、フォークリフト、大型特殊自動車、発電機など
料理飲食店業 厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、接客用家具、カラオケ機器など
小　 売　 業 陳列台、陳列ケース（冷凍機・冷蔵機付を含む）、日よけなど
医　（ 歯 ）　 業 医療機器（ベッド、レントゲン装置、手術機器、歯科診療ユニット等）、調剤機器など
不動産貸付業 門扉・塀・緑化設備などの外構工事、駐車場等の舗装および機械設備など
理 容・ 美 容 業 理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、サインポールなど
農 　 　 業 農業用機械類

　償却資産とは、個人または法人で工場や商店などを経営している方が、その事業のために用いることができる構
築物、機械、装置、工具、器具・備品（土地・家屋を除く。）および個人で所有している太陽光発電設備などのこ
とです。令和８年１月１日現在で償却資産を所有している方は、申告をお願いします。
　なお、申告した償却資産の課税標準額の合計が 150 万円に満たないときは、課税されません。

設置者は法人ですか？個人ですか？

事業用ですか？

10kw以上の太陽光発電設備ですか？

（ウ）

（ウ）

（ア）

（イ）

（法人）

（はい）

（はい）

（いいえ）

（いいえ）

（個人）

◇診断チャート◇
設置者 10kw以上の太陽光発電設備 10kw未満の太陽光発電設備

個　人（住宅用）

（ア）家屋の屋根などに設置して、発電
量の全量または余剰を売電される
場合は、事業用資産となるため課
税の対象となり、申告が必要です。

（イ）事業用資産とはなりませんので、
課税対象にはなりません。

個　人（事業用）（ウ）事業の用に供している資産となるため、発電出力量や売電量にかかわらず
課税の対象となり、申告が必要です。法　人

  税務課（内線 110・111・112）  税務課（内線 110・111・112）
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4545年年
全ページに広告バナー固定表示
パソコンでもスマホでも見られる

（縦70ピクセル×横200ピクセル）

月約30万アクセス 詳細はこちら掲載料金 

【問い合わせ】笠間市役所 秘書課 TEL.0296-77-1101

掲載募集中
笠間市公式ホームページ「バナー広告」

20,950円／月

エコフロンティアかさま維持管理状況エコフロンティアかさま維持管理状況

 資源循環課（内線128） 資源循環課（内線128）

不動産取得税の課税免除等について不動産取得税の課税免除等についてくらしの相談くらしの相談

特設無料人権相談特設無料人権相談

 令和８年１月 21 日（水）
　　午前 10 時～午後３時
問  地域福祉センターともべ
　　（笠間市美原 3-2-11）

 水戸地方法務局（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会行政書士無料相談会

 令和８年１月 21 日（水）
　　午後１時～４時
問  市役所本所（笠間市中央 3-2-1）

 茨城県行政書士会（TEL.029-305-3731）

  茨城県水戸県税事務所  茨城県水戸県税事務所
　　TEL.029-221-4820（課税第二課）　　TEL.029-221-4820（課税第二課）

　県では、企業立地等の促進を図るため、事業用施設や事務所
を新設・増設した企業が利用できる「県税の特別措置」を設け
ています。

県税の特別措置の一例
・対象事業（製造業、情報通信業、運輸業等）の用に供する事

務所または事業所を、県内に新設または増設し、県内におけ
る従業者が 5 人以上増加した法人

　⇒　課税免除
・県内において、本社機能の移転または拡充する事業を行うも

のとして、知事の認定を受けた法人など
　⇒　不均一課税
　県税の特別措置利用には、各種要件があり、期限（不動産を
取得した日から 60 日以内）までに手続きが必要です。
　詳しくは、水戸県税事務所までお問い合わせください。

　環境モニタリング（四季調査４～９月分）および７月～９月における施設モニタリング、浸出水の放流につ
いて事業団から資料の提供を受け、維持管理状況を確認しました。

環境モニタリング
【一般大気】
　四季調査については、笠間東公園、地域交流センター
高田、上市原地区の３か所で、５・８月に大気環境を測
定した結果、すべての項目で環境基準値または環境目標
濃度を下回っていました。
【騒音・振動・悪臭】
　環境騒音については、夏季の昼間・夜間に環境基準値
を超過していましたが、昆虫の鳴き声などが原因と考え
られます。道路交通騒音は、春季の夜間と夏季の夜間に
環境基準値をわずかに超過していましたが、昨年度と大
きな変動はなく、開業前と同程度でした。
　振動については、環境振動が測定限界値未満、道路交
通振動は要請限度を大きく下回っていました。
　悪臭については、敷地境界、笠間東公園ともに規制基
準を大きく下回っていました。

施設モニタリング、浸出水の放流
・最終処分場において、７月～９月中に埋立処理した廃
棄物は15,012tでした。
・放流水（処理水）は、全ての項目で放流基準値を下
回っていました。
・場内４か所の観測井戸のうち、環境基準項目では全て
の項目で基準値を下回っていました。水道水質基準項
目では、３か所で総鉄や総マンガンが基準値を超過し
ていましたが、過去と比較して大きな変動はありませ
んでした（飲用には供していません）。

▲エコフロンティアかさま
　ホームページ

各種検査結果などは、
エコフロンティアか
さまのホームページ
で確認できます。
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　テレビ番組への出演や実験監修などで人気のサイエンスパフォーマー「善ちゃん」によるショーを
実施します。親子で環境について楽しく学びませんか？

日　時：令和８年１月 24 日（土）午後２時～３時 30 分（開場 午後１時 30 分）
場　所：笠間公民館　大ホール（笠間市石井 2068-1）
講　師：善ちゃん（北

きたざわ
沢 善

ぜんいち
一さん）

大町エネルギー博物館、つくばエキスポセンターの学芸員や愛知万博テーマ館「グローバル・
ハウス」の運営ディレクターなどを経験し、現在は「有限会社かがくの会社」代表を務める。

同時上映：環境学習アニメ「地球との約束」
（上映時間：午後２時～２時 30分、環境省制作）

このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
○ S

サステナ

ustaina には、「持続可能な～」という意味を込めています。

 

 環境政策課（内線125） 環境政策課（内線125）

申し込みは下の
二次元コードから

18

科学で環境を学ぼう！
善ちゃんの善ちゃんの

サイエンスサイエンス
エコエコ

ショーショー

参加費無料

先着

450名
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江
戸
時
代
の
日
本
は
、
武
士
は
も
ち
ろ
ん
、
商
人
、
職
人
、

百
姓
な
ど
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る

識
字
力
が
、
世
界
的
に
見
て
も
高
い
国
で
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
藩
校
や
私
塾
、
寺
子
屋
な
ど
の
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

十
七
世
紀
前
半
、
幕
府
は
積
極
的
に
儒
学
教
育
を
奨
め
ま
し

た
。
そ
の
流
れ
は
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
多
く
の
藩
が

内な
い
ゆ
う
が
い
か
ん

憂
外
患
と
い
う
社
会
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
有
能
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
藩
校
の
設
立
へ
と
向
か

い
ま
す
。
笠
間
藩
に
お
い
て
、
笠
間
城
下
で
は
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）、
秋あ
き
も
と
し
ゅ
ん
こ
う

元
浚
郊
の
私
塾
「
欽き
ん
こ
じ
ゅ
く

古
塾
」
を
藩
校
と
し
、

名
を
「
時
習
館
」
と
改
め
、
藩
士
子
弟
の
教
育
が
本
格
化
し
ま

し
た
。
時
の
藩
主
は
名
君
と
称
さ
れ
る
牧
野
貞さ
だ
は
る喜

で
し
た
。

　

今
回
は
、時
習
館
初
代
教
授
の
秋
元
浚
郊
と
彼
が
著
し
た「
時

習
館
功
令
」
と
「
時
習
館
学
則
」
を
紹
介
し
ま
す
。
秋
元
浚
郊

に
つ
い
て
は
、
雨あ
ま
も
り森

征せ
い

煥か
ん

の
「
秋
元
浚
郊
先
生
行
状
」（
大
正

十
四
年
刊
行
『
笠
間
郷
友
会
会
報
』）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
秋
元
家
は
代
々
笠
間
藩
主
牧
野

家
の
家
臣
で
し
た
。
浚
郊
は
幼
い
頃
か
ら
非
常
に
賢
く
学
問
に

秀
で
て
い
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
足
に
疾や
ま
いが
あ
っ
た
た
め

十
五
歳
の
頃
、
あ
る
決
意
を
し
ま
し
た
。「
武
家
に
生
ま
れ
な

が
ら
、
武
道
で
身
は
立
て
ら
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
儒
者
を
目
指

す
」
と
。
浚
郊
は
江
戸
か
ら
来
た
依よ

だ田
松し
ょ
う
け
ん

軒
に
学
び
、
笠
間
に

あ
る
書
物
を
読
み
尽
く
し
、
つ
い
に
藩
か
ら
儒
学
者
と
認
め
ら

れ
、
江
戸
に
上
り
儒
者
関せ
き

松し
ょ
う

窓そ
う

の
門
下
に
入
り
ま
す
。
寛
政
六

年
（
一
七
九
四
）
笠
間
に
戻
り
、
藩
命
を
も
っ
て
「
欽
古
塾
」

を
開
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
子
弟
に
学
問
を
教
え
て
い
ま
し

た
が
、
同
八
年
、
ふ
た
た
び
江
戸
で
研け
ん
さ
ん鑽
を
積
み
ま
す
。
そ
の

後
笠
間
に
戻
り
、
笠
間
藩
士
子
弟
の
教
育
に
ま
す
ま
す
力
を
注

い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
浚
郊
の
亡
く
な
る
前
年
に
著
さ
れ

た
「
時
習
館
功
令
」
と
「
時
習
館
学
則
」
を
読
む
と
彼
が
い
か
に

博
学
で
、
学
問
に
対
し
て
真
摯
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
か
、
と
い

う
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
す
。「
時
習
館
功
令
学
則
」
の

「
序
」
は
、
笠
間
藩
四
代
藩
主
牧
野
貞さ
だ

幹も
と

が
書
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
貞
幹
は
浚
郊
の
こ
と
を
「
ま
こ
と
に
、
学
問
の
正
し
い

道
を
子
弟
に
指
し
示
す
指※
１

南
車
だ
」
と
評
し
、「
子
弟
が
功
令
学

則
に
謹
従
す
れ
ば
、
英
才
が
次
々
と
出
て
き
て
、
国
が
治
ま
り
将

来
有
望
だ
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
時
習
館
功
令
」
は
、
人
は
な
ぜ
学
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
怠
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
学
び
を
続
け
る
こ
と
の
意

味
を
分
か
り
易
く
説
い
て
い
ま
す
。
一
方
「
時
習
館
学
則
」
を
読

み
解
く
と
、
浚
郊
の
考
え
は
江
戸
で
学
ん
だ
徂
徠
学
（
荻お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い

生
徂
徠

の
学
問
）
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
学
則
一
か
ら
学
則
七
ま
で
全
て

に
お
い
て
徂※
２

徠
の
思
想
の
「
道み
ち

」
を
要か
な
めと
し
て
お
り
、そ
の
「
道
」

を
学
ぶ
意
味
や
具
体
的
な
方
法
を
丁
寧
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
「
時
習
館
功
令
・
学
則
」
は
『
詩
経
』
や
『
書
経
』、『
易
経
』

な
ど
古
代
中
国
の
古
典
を
多
々
引
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
著
さ

れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
約
二
百
年
の
時
を
経へ

て
い
ま
す
が
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
を
伸
ば
し
、
家
族
や
友
人
に
思
い
や
り
の
心
で
接

し
、
学
ぶ
こ
と
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
っ
た
教
え

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
心
に
も
深
く
沁し

み
入
り
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

松ま
つ
や
ま山　

京き
ょ
う
こ子

）
 生涯学習課（内線 382） 生涯学習課（内線 382）

秋
元
浚
郊
と
時
習
館
功
令
・
学
則

第 87回

※
１
指
南
車　

古
代
中
国
で
用
い
ら
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
台
車
を
動
か

し
て
も
そ
の
上
に
乗
っ
た
仙
人
像
の
手
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
方
向
を
指さ

し
続

け
る
と
い
う
羅
針
盤
の
よ
う
な
も
の
。

※
２
荻
生
徂
徠
の
思
想　
「
先
王
の
道
」
古
代
中
国
の
堯
、舜
、禹
、湯
、文
王
、

武
王
、
周
公
、
孔
子
を
聖
人
と
し
、
そ
の
聖
人
の
天
下
泰
平
で
民
が
穏
や
か

に
過
ご
せ
る
政
治
、
社
会
制
度
を
理
想
と
す
る
考
え
。

「時習館功令・学則」（個人蔵）
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かさま
TEL.0296-72-5046
X（旧ツイッター） @kasama_klib

ともべ
TEL.0296-78-1200
X（旧ツイッター） @tomobe_klib

いわま
TEL.0299-45-2082
X（旧ツイッター）  @iwama_klib

いわま

ともべ
各館の行事予定

かさま

12月の
休館日

８日（月）・15日（月）・22日（月）・29日（月）～31日（水）全館
２日（火）～５日（金）岩間、９日（火）～12日（金）友部、
16日（火）～19日（金）笠間、24日（水）友部、25日（木）笠間・岩間

１月の
休館日

１日（木）～３日（土）・５日（月）・13日（火）・19日（月）・
26日（月）全館
28日（水）友部、29日（木）笠間・岩間

年末年始休館と３週間貸出について
　年末年始は下表のとおりとなります。休館にともない、12 月 16 日（火）～ 28 日（日）の貸出は、期間を３週間
に延長します。

12月 12月29日（月）～
令和８年１月３日（土）

令和８年１月
24日（水）25日（木）26日（金）27日（土）28日（日） ４日（日） ５日（月）

笠間 開館 休館
午前９時～
午後７時

午前９時～
午後５時 休館 午前10時～

午後５時 休館友部 休館 開館
岩間 開館 休館

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
１月16日（金）

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
１月11日（日）＜はあとtoはあと＞
１月18日（日）＜ハッピー＞
１月25日（日）＜箱田エプロン・ママーズ＞

◆ギャラリー
12月27日（土）～１月24日（土）

「茨城写真連盟笠間支部写真展」

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
１月15日（木）

◆ギャラリー
１月　６日（火）～18日（日）
四木会｢写真展」
１月20日（火）～２月　１日（日）
笠間水墨会｢水墨画展」

◆ブックdeトーク（一般向け）
１月24日（土）午後１時30分～３時

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
１月　８日（木）
　＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
１月10日（土）＜めだかクラブ＞
１月17日（土）＜朗読の会 ハッピーまろん＞
１月24日（土）＜おはなしの会 サルビア＞

『いっしょがイイネッ！本でつながる家族の時間
～図書館は子育ての味方です～』

　市内在住陶芸家と一緒に、笠間焼のフリーカップ
に親子で絵付けを体験しませんか。絵付けのほかに
図書館の本などを使った子育ての話や、職員による
パネルシアターの上演があります。
日　時：令和８年１月17日（土）　午前10時～11時
場　所：笠間図書館　２階ホール
対　象：４歳～６歳の未就学児とその保護者（２名まで）
定　員：10 組　応募者多数の場合は抽選
講　師：戸田浩二さん（陶芸家）・実加さん夫妻
材料費：500 円
申込期間：12月12日（金）午前９時～
令和８年１月６日（火）午後５時

申込方法：いばらき電子申請・
　　　　届出サービス
持ち物：手拭きタオル、
　　　　飲み物（水分補給）

令和７年度上半期貸出ランキング【一般書】
　上半期（４月～９月）に、図書館で多く借りられた本を紹
介します。

１位　『クスノキの女神』　東野圭吾／著 実業之日本社
２位　『架空犯』　東野圭吾／著 幻冬舎
３位　『ブラック・ショーマンと覚醒する女たち』

東野圭吾／著 光文社
４位　『昇華（機捜 235）』　今野敏／著 光文社
５位　『カフネ』　阿部暁子／著 講談社
６位　『魔女と過ごした七日間』東野圭吾／著 KADOKAWA
７位　『汝、星のごとく』　凪良ゆう／著 講談社
８位　『あなたが誰かを殺した』東野圭吾／著 講談社
９位　『Ｃ線上のアリア』湊かなえ／著 朝日新聞出版
10 位『ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人』

東野圭吾／著 光文社

　上位は小説が占め、10 冊中６冊が、東野圭吾さんという
結果になりました。実用書１位は『やるき１％やせごはん』（ま
るみキッチン／著 KADOKAWA）でした。こちらを参考に
年末年始は、こたつでゆっくり読書はいかがですか？

※１月の日程はすべて令和８年
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●材料（12 個分）

豚ひき肉…………… 150g
はんぺん（大判）… … １枚
玉ねぎ……………… 中 1/2 個
生しいたけ………… 小２個
えのき茸…………… 1/4 個
オイスターソース… 大さじ１
焼売の皮…………… 12 枚
キャベツ…………… １～ 1.5 枚

●作り方

❶玉ねぎはみじん切りにする。
❷しいたけ、えのきは石づきを取り、みじん

切りにする。
❸ボールに豚ひき肉、はんぺん、❶、❷、オ

イスターソースをいれよく練り合わせる。
❹❸を12等分にして丸める。
❺キャベツは芯を取り除き、８㎝程度の大き

さで12枚にちぎる。
❻耐熱皿に❺をおき❹をのせ、その上に焼売

の皮をかぶせる。
❼❻を蒸気の上がった蒸し器に入れ蓋をし、

中火で 15 分蒸す（やけどに注意しながら
入れてください）。
❽中まで火が通ったらでき上がり。

家族と一緒に囲む食卓で
試してみたいレシピを

笠間市ヘルスリーダーの会
が紹介します。

かんたん焼売 ●栄養成分（６個分）
エネルギー 308kcal

たんぱく質 20.4g

脂質 12.8ｇ

炭水化物 17.8ｇ

食物繊維 4.0ｇ

食塩相当量 1.8g

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

…… 食事バランスガイド ……

0SV
2SV
3SV
0SV
0SV

1 2 3 4 5

1 2
1 2 1 2
3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

～調理のポイント～

☆蒸し器がない場合、フライパンで
代用できます。
①フライパンに水を入れ、耐熱皿を
上下逆さにして台にする。
②①の上に焼売を乗せたお皿を置
き、蓋をして蒸します。

「米粉ピザ」の作り方を動画で配信中！
簡単にできるレシピですので、ぜひ作ってみてください。
右の二次元コードを読み込んで、ご覧ください。

　 健康医療政策課　TEL.0296-77-9145　 健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

～米粉を使った料理動画を配信中！～

動画はこちら
Tabasco Tabasco

Parmes�
cheese
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　「令和７年度 中学校関東・全国大会出場選手報告会」
が市役所で開催され、市内４つの中学校から 11 名の生
徒が参加しました。
　今年は、相撲・水泳・陸上・体操・ソフトテニス・ソ
フトボール・バレーボールなど多くの競技で関東大会・
全国大会へ出場し、選手の皆さんは、日々努力を重ね、
夢の舞台で力いっぱい戦いました。
　出場おめでとうございます。これからのさらなる活躍
を応援しています。

中学校関東・全国大会出場選手報告会

市長から記念品を受け取る様子

　産業用マスクなどの不織布製品を手掛ける株式会社エ
ス・ワイ・エムから市へ、こども用立体マスク 1 万枚を
寄附いただきました。
　いただいたマスクは、市内の保育所・幼稚園・認定こ
ども園で、こどもたちの健康管理・感染症対策などに活
用させていただきます。
　ご厚意に心から感謝します。

マスクを寄附いただきました
10/17

（左から）㈱エス・ワイ・エム 小
お

野
の

 守
まもる

会長、山口市長
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　「高校生台湾留学事業」に参加した生徒の皆さんが市
役所を訪れ、台湾での実習の成果を市長に報告しました。
　このプログラムは、市内の高校生を対象に、語学力の向
上や国際体験を通じた国際理解・知識の拡充を図ることを
目的として実施しています。報告会では、現地の学生との
交流や食事・文化の違い、観光の様子など、それぞれが得
た学びを写真やエピソードとともに紹介しました。
　参加した皆さん、お疲れさまでした。

高校生が台湾での学びを市長に報告

参加した生徒の皆さん

　サイクリングを通じて沿線地域の魅力と道路整備の促
進および必要性を広くＰＲすることを目的に、つくば市・
大子町間幹線道路整備促進協議会（事務局：笠間市）が

「ツール・ド・茨城」を初めて開催しました。　
　沿線７市町（つくば市・土浦市・石岡市・笠間市・城
里町・常陸大宮市・大子町）の首長などがタスキリレー
に挑戦し、道路整備への思いをひとつにしました。

「ツール・ド・茨城」初開催！
130km の絶景ライドを満喫

10/12

10/8

スタートの様子

広報かさま 2025 年 12 月号　コンデキ



　茨城県道路ボランティア団体に対する茨城県知事表彰
を受賞した「道路里親宍戸」と「有限会社 小池工務店」
の皆さんが市長を表敬訪問しました。
　この表彰は、道路の美化・清掃などの道路愛護活動に
長年継続して取り組み、特に顕著な功績をあげた団体に
贈られるものです。皆さんの取り組みが、まちを美しく
保ち、未来にも続く住みよい環境づくりにつながってい
ます。
　受賞おめでとうございます。

市内の道路ボランティア２団体が
知事表彰を受賞

受賞した皆さん

　京都府京
きょうたんばちょう

丹波町で開催された「全国モンブラン大会
2025」に笠間市代表として出場した「株式会社和栗や」
が見事優勝を果たしました。
　今年の全国モンブラン大会は、「京丹波マルシェ
2025」内のイベントとして開催され、笠間市のほか、長
野県小

お

布
ぶ

施
せ

町
まち

、岐阜県恵
え

那
な

市
し

、京都府京丹波町、高知県
四
し

万
まん

十
と

町
ちょう

、熊本県山
やま

鹿
が

市
し

が出場。
　笠間市代表の優勝は初の快挙です！優勝おめでとうご
ざいます。

「全国モンブラン大会 2025」で
笠間市代表が優勝

（左から）㈱和栗や 山
やま

田
だ

 宏
こう

平
へい

さん、竿
さお

代
しろ

 信
しん

也
や

代表取締役

10/18

詳しくはこちら

　こちらのコーナーでは、１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真などを保護者の皆さんから提供
いただき、掲載しています。申し込み方法は、こども政策課で毎月行う一歳児相談の案内通知や右
の二次元コードからご確認ください。

 秘書課（内線 229） 秘書課（内線 229）

はじめての
お誕生日について

父：拓
たく

也
や

さん　母：里
さと

美
み

さん

８月生まれ 松
まつ

本
もと

 純
じゅんき

輝くん

これからも、
もりもり食べて
元気に育ってね

内
ない

藤
とう

 楓
かえで

くん

父：圭
けいすけ

佑さん　母：あゆみさん

10月生まれ

生まれてきてくれて
ありがとう！
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注目の笠
かさまびと

間人を紹介します

10/6
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページでは、行政・災害などの
　さまざまな情報をお届けしています。 令和７年12月４日発行

人口と世帯数
常住人口 11. １現在
（　）内は前月比較

●人　口：70,261人（－21人）

　　　男：34,542人（－29人）

　　　女：35,719人（＋８人）

●世帯数：30,488世帯（＋36世帯）

●10月の出生者：33人

●10月の死亡者：99人

通学や習い事への送迎などにご利用ください

｢わかものライド｣
特別価格
1乗車

100円

運行実験開始

お子さんの移動を支援する市内限定運行タクシーです。
「公共ライドシェア制度」を活用し、公共交通の少ない地域・時間帯で実験的に約２か月
間運行します。お試しいただき、ぜひ感想をお寄せください。
運行内容・利用事前登録・ドライバー募集の詳細は、市ホームページをご覧ください。

運行内容

ドライバー募集

期　　間 　12月 17日（水）～令和８年２月 13日（金）予定
　　　　　　　※日曜日・祝日・年末年始は運休

時　　間 　午前６時 30分～８時・午後５時～９時
区　　域 　笠間市全域
対　　象 　笠間地区・岩間地区・友部地区の一部に住む小学生・中学生・高校生
　　　　　　　※保護者同乗可能

利用方法 　事前登録後、ＷＥＢフォームから予約
利用料金 　１回の乗車あたり 100円 ( 運行実験のための特別価格 )

　運行実験期間中に協力いただけるドライバーを募集しています。　運行実験期間中に協力いただけるドライバーを募集しています。
　「わかものライド」は公共ライドシェア制度を活用しているため、普通自動車　「わかものライド」は公共ライドシェア制度を活用しているため、普通自動車
第一種免許のみでも運転可能です。第一種免許のみでも運転可能です。
※協力内容により手続きや要件などが異なります。まずは、お問い合わせください。※協力内容により手続きや要件などが異なります。まずは、お問い合わせください。

  企画政策課(内線556)企画政策課(内線556)

わかものライドについてわかものライドについて
詳しくはこちら詳しくはこちら

https://www.city.kasama.lg.jp/
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page016834.html
https://machiiro.town/
https://www.ibaraki-ebooks.jp/?page_id=13901

